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○ふれあいコール
８月 20 日（土）三宅
島在住者、在京者を中
心にふれあいコールを
行います。
○世話人会のお知らせ
９月３日（日）19 時～
21 時まで、巣鴨ルノ
アールにて第 45 回世
話人会を開催します。
今回のアンケートの集
計結果を基に新報のあ
り方を話し合います。
○ご寄付のお願い
郵便振替口座
口座番号：00120-3-545036
口座名称：三宅島ふるさと
　　　　　再生ネットワーク
【三宅島ふるさとネット事務局】
郵便番号：173-0005
住所：板橋区仲宿２-１
　携帯：090-4922-0798
  FAX：03-3964-4065
　　連絡先　佐藤就之

事務局便り

 

そ
う
だ
、
今
年
の
夏
は
三

宅
島
に
行
っ
て
み
よ
う
！

 

三
宅
島
は
昨
年
、
帰
島
10

年
目
と
な
り
、
噴
火
警
戒
レ

ベ
ル
も
最
低
の
１
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
。
全
島
の
居
住
規

制
が
解
除
さ
れ
、
安
心
を
し

て
三
宅
島
に
行
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
三
宅
島
の
復
興
の

柱
は
観
光
業
だ
。　

ぜ
ひ
ご

来
島
し
て
、
島
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
だ
。

そ
れ
が
島
の
復
興
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
。

　

三
宅
島
で
行
わ
れ
る
お
も

な
夏
の
レ
ジ
ャ
ー
を
紹
介

し
よ
う
。
野
鳥
観
察
、
釣

り
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
・
イ
ル
カ

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
そ
し
て
火

山
な
ど
が
あ
る
。
島
内
は
、

元
三
宅
高
校
青
谷
知
己
教
諭

の
ご
協
力
と
指
導
で
、
案
内

板
が
各
所
に
造
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
観
光
協
会
も
ガ
イ

ド
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
ぜ
ひ
火
山
・
噴
火
の
猛

威
の
姿
を
ガ
イ
ド
付
き
で
学

ん
で
も
ら
い
た
い
。

　

牛
頭
天
王
祭
が
７
月
17
日

（
日
）
に
行
わ
れ
る
。

　

こ
の
祭
り
は
、
江
戸
時
代

か
ら
続
く
、
神
着
地
区
御
笏

（
お
し
ゃ
く
）
神
社
の
祭
り

は
毎
年
前
夜
の
夜
宮
の
踊
り

か
ら
始
ま
る
。
五
穀
豊
譲
・

大
漁
・
家
内
安
全
・
無
病
息

災
を
祈
願
す
る
。
神
輿
と
太

鼓
、
木
遣
り
が
三
位
一
体
と

し
て
地
区
内
を
練
り
歩
く
。

　

牛
（
頭
）
が
大
暴
れ
す
る

様
は
、
噴
火
・
火
山
の
神
と

さ
れ
て
い
る
。
昔
は
神
輿
を

で
ん
ぐ
り
返
す
な
ど
荒
々
し

い
神
輿
は
、
世
界
で
も
有
数

の
三
宅
島
雄
山
噴
火
の
神
の

喩
で
あ
ろ
う
か
？

楽しみ方様々に 充実の夏を

そうだ！ 三宅に行こう
　

昨
年
、
噴
火
の
危
険
も
少
な
く
な
り
、
安
心
し
て
三
宅
島
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
夏
の

三
宅
島
は
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
野
鳥
観
察
、
さ
ら
に
は
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
を
堪
能
で
き
る
ほ
か
、
勇
壮
な
牛
頭
天
王
祭
も
見
ど
こ
ろ
だ
。
さ
ら
に
、
７
月
末
に
は
マ
リ

ン
ス
コ
ー
レ
も
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
夏
、
ぜ
ひ
三
宅
島
に
来
て
、
島
の
よ
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

賑やかに開催され
た昨年度のマリン
スコーレ

牛
頭
天
王
祭
勇
壮
に

○商工会主催マリンスコーレ 21

フェスティバル

　７月 30 日、31 日：ふるさと体

験ビレッジ駐車場

　島の最大の夏祭りで、島民に

よるバンド演奏、アカコッコ合

唱団、伊豆諸島フラダンスや郷

土芸能が披露される。また模擬

店や島料理、物産展など各種。

　抽選会なども豪華賞品が盛り

沢山。最後は花火が海岸を映し

出し沢山打ち上げられる。

○島市開催　

　９月４日（日）阿古お魚センター

駐車場、10 月末、11 月 13 日（問

い合わせ）・商工会℡ 04994-2-

1381・観光協会℡ 04994-5-1144。

マリンスコーレ・島市

イベントも賑やかに

　

ま
た
、
こ
の
木

遣
り
と
太
鼓
は
、

歌
舞
伎
の
坂
東
玉

三
郎
が
演
出
す
る

鼓
童
の
舞
台
に
も

使
わ
れ
る
な
ど
有

名
で
あ
る
。
今
年

は
土
・
日
・
祭
日

の
三
連
休
。
島
内

の
観
光
も
で
き
お

ス
ス
メ
で
あ
る
。
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ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
は
、
熊

本
地
震
災
害
義
援
金
を
、

10
万
４
千
７
３
０
円
を
集
め

て
、
５
月
12
日
に
佐
藤
会
長

と
光
安
副
会
長
（
三
宅
支
部

長
）
が
、
三
宅
村
役
場
を
訪

れ
三
宅
島
か
ら
の
義
援
金
の

一
部
と
し
て
渡
し
た
。
ま
た

神
楽
坂
あ
お
ぞ
ら
市
で
募
金

箱
を
設
け
た
が
、
そ
の
募
金

は
、
板
橋
区
役
所
の
募
金
箱

に
納
め
た
。

　

私
た
ち
は
、
17
年
前
の
噴

火
災
害
で
全
国
の
皆
さ
ま
か

ら
た
く
さ
ん
の
義
援
金
と
物

品
の
ご
支
援
を
頂
い
た
こ
と

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
同
じ

く
被
災
に
あ
っ
て
い
る
方
々

に
、
お
返
し
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご

協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
例
年
の
様
に
東
京

都
三
宅
支
庁
は
「
管
内
概
要

　

平
成
27
年
度
版
」
を
平
成

27
年
11
月
に
発
行
し
た
。

　

そ
の
一
部
、
性
別
年
齢
別

人
口
構
成
図
（
住
民
基
本
台

帳
に
よ
る
東
京
都
の
世
帯
と

人
口
〈
三
宅
村
〉
平
成
27
年

１
月
１
日
現
在
。
22
ペ
ー

ジ
）
を
紹
介
す
る
。
ち
な
み

に
28
年
５
月
１
日
現
在
の
人

口
は
２
千
６
０
７
人
、
世
帯

数
１
千
６
９
９
で
あ
る
。

　

こ
の
図
で
は
、
15
才
か
ら

19
才
は
、
56
人
と
落
ち
込
ん

で
い
る
が
、
そ
の
下
の
年
齢

は
少
し
ず
つ
だ
が
回
復
傾
向

に
あ
る
。す
な
わ
ち
27
年
は
、

０
才
か
ら
４
才
ま
で
が
89
人

に
な
っ
て
い
る
。

は
24
年
か
ら
26
年
ま
で
０

人
。
み
な
島
外
で
進
学
、
就

職
し
て
い
る
。
26
年
の
進
学

２
人
、
就
職
・
そ
の
他
７
人

で
あ
り
、
こ
こ
数
年
進
学
数

は
減
少
し
て
い
る
。
生
活
環

境
の
影
響
だ
ろ
う
か
。

　 

生
活
保
護
法
の
適
用
者

は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
現

在
で
75
世
帯
93
人
で
あ
る
。

保
護
率
は
33
・
５
‰
で
あ
り
、

全
都
の
保
護
率
は
（
21
・

９
‰
）
（
注
・
以
上
訂
正
し

お
詫
び
し
ま
す
。
）

　

私
は
、
昨
年
ま
で
準
居
住

地
区
制
限
が
あ
り
、
よ
う
や

く
火
山
ガ
ス
が
レ
ベ
ル
１
に

な
っ
た
被
災
の
現
実
。
す
な

わ
ち
長
期
自
然
災
害
被
災
地

と
し
て
、
認
識
し
て
、
そ
の

実
態
、
地
域
、
生
活
、
産
業

を
ど
う
再
生
す
る
か
を
訴

え
、
社
会
問
題
化
し
て
福
島
、

東
日
本
被
災
地
、
熊
本
な
ど

と
共
に
学
び
、
復
興
・
再
生

の
た
め
の
連
携
が
必
要
だ
と

あ
ら
た
め
て
強
調
し
た
い
。

※
詳
し
く
は
、
東
京
都
三
宅

支
庁
Ｈ
Ｐ
検
索
→
支
庁
管
内

概
要
→
刊
行
物
に
つ
い
て
→

「
平
成
27
年
度
版
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

長期災害被災地の連携を
復興・再生のために

　

４
月
に
発
生
し
、
今
も
６
千
人
が
避
難
生
活
を
送
る
熊
本
地
震
。
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
は
、

三
宅
島
の
噴
火
の
際
全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
支
援
を
、
今
度
は
自
分
た
ち
が
恩

返
し
の
た
め
に
被
災
地
に
義
援
金
を
送
っ
た
。
一
方
三
宅
島
で
は
、
幼
児
の
数
は
多
少
回

復
の
傾
向
に
あ
る
が
、
生
活
保
護
を
３
人
に
１
人
が
受
け
る
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
再
生

に
関
し
他
の
長
期
災
害
被
災
地
と
連
携
を
し
な
が
ら
今
後
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

児
童
福
祉
の
面
で
は
、
０

才
か
ら
18
才
ま
で
の
児
童
数

２
５
８
人
、
保
育
所
入
所
対

象
児
（
三
宅
は
１
才
か
ら
５

才
）
で
入
所
児
は
55
人
、
未

入
所
児
29
人
。
東
京
区
部
で

は
、
０
才
児
の
待
機
児
が
大

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ

な
ら
１
年
間
の
育
休
を
取
ら

な
け
れ
ば
職
場
を
辞
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ

る
。
さ
て
小
学
校
児
童
は
、

80
人
、
中
学
校
生
徒
31
人
、

高
校
生
徒
30
人
、
施
設
入
所

（
学
）
児
２
人
で
あ
る
。

　

気
に
な
る
三
宅
高
校
の
進

路
状
況
は
、
卒
業
し
て
島
内

に
止
ま
る
の
は
平
成
22
年
０

人
、
23
年
が
１
人
。
そ
の
後

熊
本
に
義
援
金
を

子
ど
も
の
数
は
回
復
傾
向

気
に
な
る
高
校
生
の
進
路

増
加
す
る
生
活
保
護

性別年齢別人口構成図（住民基本台帳による東京都の世帯と人口）

（平成 27 年 1 月 1 日現在）

人口 2,714 人　世帯数 1,742 戸

会長時評
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昨
年
11
月
20
日
に
�
桐
�
丘
地
域
振
興
室
で
�
在
京
・
三

宅
島
噴
火
被
災
者
連
絡
会
�
在
京
三
宅
島
会
�
�
結
成
式
が

行
わ
れ
�
支
援
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
を
含
む
31
名
が
参
加
し
た
�

　
昨
年
２
月
の
全
島
避
難
指

示
解
除
後
も
�
様
々
な
事
情

に
よ
�
て
帰
島
で
き
ず
に
い

る
島
民
同
士
の
ネ
�
ト
ワ
�

ク
組
織
を
つ
く
る
た
め
��
在

京
三
宅
島
会
�が
発
足
し
た
�

　
結
成
式
は
二
部
構
成
で
進

行
し
�
オ
�
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
支
援
ボ
ラ
ン

テ
�
ア
に
よ
る
合
唱
や
踊
り

�
佐
渡
お
け

さ
�
が
披
露

さ
れ
た
�
第

一
部
で
は
経

過
報
告
と

規
約
の
提

案
が
行
わ

れ
た
�
今
後
は
島
民
の
電
話

帳
作
成
や
�
交
流
及
び
情
報

交
換
の
た
め
に
月
一
回
程
度

の
例
会
を
開
く
こ
と
や
�
例

会
に
出
席
で
き
な
い
非
帰
島

島
民
へ
の
�
ふ
れ
あ
い
訪
問

活
動
�
を
�
協
力
者
と
共
に

行
�
て
い
く
予
定
だ
�

　
し
か
し
�
個
人
情
報
保
護

法
な
ど
の
障
壁
に
よ
り
�
ま

だ
ま
だ
非
帰
島
島
民
に
関
す

る
情
報
が
足
り
な
い
と
い
う

の
も
現
状
で
あ
る
�

　
二
部
で
は
�

島
民
と
ボ
ラ
ン

テ
�
ア
と
の
懇

談
会
が
行
わ
れ

た
�
机
を
輪
に

し
�
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
和
や

か
な
雰
囲
気
で

お
互
い
の
生
活

に
つ
い
て
意
見

交
換
を
し
た
�

　
参
加
し
た
島

民
は
10
名
で
�

都
営
住
宅
で
一
人
暮
ら
し
を

し
て
い
る
高
齢
者
だ
�

　
そ
の
う
ち
の
一
人
�
都
営

住
宅
に
一
人
暮
ら
し
を
し
て

い
る
77
歳
の
女
性
は
�
島
に

帰
る
予
定
は
未
だ
に
立
�
て

い
な
い
と
い
う
�
島
の
自
宅

に
は
10
回
以
上
行
�
た
が
�

屋
根
が
朽
ち
て
い
て
�
再
び

住
む
の
は
難
し
い
状
態
だ
�

た
�
都
内
に
住
む
息
子
さ
ん

か
ら
同
居
す
る
よ
う
勧
め
ら

た
が
�
�
ま
だ
一
人
で
暮
ら

せ
る
し
�
近
所
の
人
も
親
切

に
し
て
く
れ
る
�
と
�
今
後

も
一
人
暮
ら
し
を
続
け
る
つ

も
り
だ
と
い
う
�

　
在
京
三
宅
島
会
が
発
足
さ

れ
た
こ
と
に
関
し
て
は
��
た

ま
に
寂
し
く
な
る
こ
と
も
あ

る
の
で
�
三
宅
島
の
仲
間
と

の
つ
な
が
り
が
持
て
て
嬉
し

い
�
と
話
し
た
�

　１月 15 日（日）に在京三宅
島会とふるさと再生ネットワー
ク合同の新年会が、巣鴨駅地蔵
通りとげぬき地蔵尊の並びにあ
る「地蔵そば大橋屋」にて行わ
れます。時間は、午後１時から
３時半までを予定しており、島
民の方はご招待となっています。

あすなろ保育園の保育士さんによる踊り

発行所：三宅島ふるさと　　
　　　  　再生ネットワーク

〒 100-1101
　東京都三宅島三宅村神着 320-2

  ℡ 090-4922-0798

発行人：会長 佐藤就之

ボランティアと交流
新年会 15 日に開催

和やかに懇談する島民とボランティア

今後の活動について語る佐藤会長

「三宅島ふるさと再生ネットワーク」のホームページ　http://thoshikawa.com/miyake.furusato.net/top.htm

事 務 局 便 り

第２部　懇談会

三
宅
島
新
報

「在京三宅島会」が発足
非帰島島民のネットワーク

電話帳作り・情報交換・交流会などを

三
宅
島
新
報

○在京者にお米券と児童に図書
　券を贈ります。事務局にご連
　絡下さい。
○電話帳を作ります。在京者電
　話帳準備中です。ご希望の方
　ご連絡下さい。
○ご寄付のお願い！ご協力をお
　願い致します。事務局にお問
　い合わせ下さい。

事務局：あすなろ保育園内

　電話・ＦＡＸ　03(3963)5697

　　　　　　担当　大坊・吉田

新たな紙面づくりのために
三宅島新報 アンケートにご協力を

　

本
紙
を
編
集
す
る
Ｄ
Ｔ
Ｐ

Ａ
の
母
体
で
あ
る
向
上
高
校

新
聞
委
員
会
が
三
宅
島
と
関

わ
り
を
持
っ
た
の
は
、
全
島

避
難
が
行
わ
れ
て
い
た
03
年

の
こ
と
。
学
校
新
聞
で
三
宅

島
噴
火
の
避
難
生
活
の
様
子

を
特
集
す
る
た
め
、
島
民
ふ

れ
あ
い
集
会
を
取
材
し
た
の

が
始
ま
り
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
当
時
島
民
連
絡

会
の
会
長
を
務
め
て
い
た
佐

藤
会
長
か
ら
、
「
全
島
避
難

指
示
解
除
後
に
、
島
に
帰
れ

な
い
島
民
を
支
援
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
を
つ
く
る
予

定
だ
が
、
広
報
紙
の
発
行
を

手
伝
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う

依
頼
を
受
け
た
。
そ
の
話
を

聞
い
た
新
聞
委
員
会
の
卒
業

生
を
中
心
に
、
有
志
を
募
っ

て
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
が
立
ち
上
げ
ら

れ
、
本
紙
三
宅
島
新
報
の
発

行
が
開
始
さ
れ
た
。

　

本
紙
で
は
こ
れ
ま
で
、
島

の
診
療
所
へ
の
人
工
透
析
器

導
入
を
提
言
し
た
り
、
在
京

者
の
未
帰
島
問
題
に
関
し
て

提
言
を
掲
載
し
て
き
た
。
ま

た
、
三
宅
村
長
を
は
じ
め
と

す
る
各
界
の
方
々
か
ら
の
寄

稿
文
や
会
長
時
評
を
通
じ

て
、
広
く
三
宅
の
今
を
知
っ

　三宅島新報が発行されて 10

年。これまで皆様と三宅を繋

ぐ懸け橋として様々な情報を

届けてきた本紙の歩みを振り

返るとともに、皆さまのご意

見をいただき、新たな新聞づ

くりに生かしていきたい。

三宅島新報に関するアンケート

て
も
ら
う
た
め
の
努
力
を
し

て
き
た
。

　

こ
の
ほ
ど
、
ふ
る
さ
と

ネ
ッ
ト
で
検
討
を
し
た
結

果
、
さ
ら
に
そ
の
内
容
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
読
者
の
皆

さ
ま
が
何
を
新
報
に
求
め
て

い
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う

な
情
報
を
得
た
い
と
思
っ
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
、
ご
意

見
を
頂
戴
し
、
今
後
の
新
報

づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

読
者
の
皆
様
の
忌
憚
な
き

ご
意
見
を
、
左
に
あ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
欄
に
ご
記
入
い
た

だ
き
、
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト

事
務
局
宛
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
（0

3
-

3
9
6
4
-
4
0
6
5

）
に
て
お
送

り
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｑ１．読みたい記事や知りたいことはなんですか？

Ｑ２．どのような記事に注目していますか？

Ｑ３．これまでの三宅島新報についてどう思いますか？

Ｑ４．その理由を教えてください

Ｑ５．その他意見があればお書きください
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○世話人会のお知らせ
３月 15 日（土） 19:00 ～
喫茶ルノアール（巣鴨駅前）

○世話人総会のお知らせ
４月 12 日（土）18:30 ～
喫茶ルノアール（巣鴨駅前）

○お詫びと訂正
　新報第 49 号４面に
て、片山善博氏の紹介
の中で「元島根県知事」
と記載しておりました
が、「元鳥取県知事」
の誤りでした。お詫び
して訂正致します。

【三宅島ふるさとネット事務局】
郵便番号：173-0005
住所：板橋区仲宿 25-6
電話：03(3963)5678
FAX：03(3963)5697
　　　　　担当：加藤

事務局便り

　
２
０
０
６
年
（
平
成
18

年
）
１
月
に
発
行
が
始
ま
っ

た
「
三
宅
島
新
報
」
は
、

２
０
０
０
年
（
平
成
12
年
）

に
噴
火
し
た
伊
豆
諸
島
の
三

宅
島
の
災
害
で
、
島
を
離
れ

て
避
難
し
て
い
る
人
た
ち
と

島
を
結
ぶ
重
要
な
情
報
共
有

の
手
段
に
な
っ
て
い
る
。
隔

月
の
発
行
で
50
号
と
回
を
重

ね
て
き
た
が
、
今
後
さ
ま
ざ

ま
な
災
害
で
避
難
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
人
た
ち
に
と
っ
て

参
考
に
な
る
取
り
組
み
の
一

つ
だ
と
思
う
。

　
最
近
の
災
害
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
段
階
で
の
情
報
の
重

要
性
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
ま
で
、
日
本

の
防
災
対
策
は
施
設
や
技
術

な
ど
人
間
の
力
で
災
害
を
押

さ
え
込
も
う
と
い
う
「
防
災
」

と
い
う
考
え
方
が
中
心
だ
っ

た
。
こ
の
た
め
東
北
地
方
の

三
陸
沿
岸
に
は
10
ｍ
を
超
え

る
防
潮
堤
が
各
地
に
作
ら
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
東
日
本

大
震
災
の
巨
大
津
波
は
、
そ

れ
で
は
被
害
を
防
ぎ
き
れ
な

い
こ
と
を
教
え
た
。
そ
こ
で

国
は
も
っ
と
自
然
に
対
し
て

謙
虚
に
な
っ
て
、
ソ
フ
ト
と

ハ
ー
ド
の
対
策
を
二
重
三
重

に
組
み
合
わ
せ
て
、
被
害
を

最
小
限
に
減
ら
し
て
い
く

「
減
災
」
を
目
指
し
て
い
く

こ
と
に
し
た
。

ＮＨＫ解説委員　山﨑　登さん

災害と情報の役割

　昭和 51 年 NHK 入局、報
道局社会部を経て、平成
12 年から自然災害と防災
を担当する解説委員。こ
れまでに阪神・淡路大震
災、三宅島噴火、東日本
大震災等を取材。著書に
「防災から減災へ　～東日
本大震災取材ノートから
～」他。

プロフィール

　
被
害
か
ら
身
を
か
わ
す

「
減
災
」
を
進
め
る
た
め
に

情
報
の
果
た
す
役
割
は
大
き

い
。
危
険
が
迫
っ
た
時
に

は
、
情
報
を
生
か
し
て
避
難

を
中
心
に
し
た
対
策
を
立
て

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
被
災
後
の
復
旧
や
復
興

の
た
め
に
も
情
報
は
欠
か
せ

な
い
。

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

で
は
、
新
た
な
防
潮
堤
の
整

備
や
住
宅
の
高
台
移
転
、
そ

れ
に
産
業
の
振
興
な
ど
復
興

に
向
け
た
動
き
が
本
格
化
し

始
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を

支
え
る
の
は
住
民
の
思
い
や

つ
な
が
り
で
、
そ
れ
は
自
治

体
と
住
民
、
そ
し
て
住
民
同

士
を
つ
な
ぐ
き
め
細
か
い
情

報
に
よ
っ
て
い
る
。

　
私
は
三
宅
島
の
噴
火
以

降
、
継
続
し
て
取
材
し
て
き

た
が
、
「
三
宅
島
新
報
」
の

活
動
は
災
害
で
生
ま
れ
故
郷

を
離
れ
ざ
る
を
得
な
い
住
民

が
情
報
に
よ
っ
て
自
治
体
と

つ
な
が
り
、
住
民
同
士
の
つ

な
が
り
を
確
か
め
合
う
こ
と

の
重
要
な
実
践
例
だ
と
感
じ

て
い
る
。

　
災
害
と
縁
が
き
れ
な
い
国

で
、
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
、

ま
た
そ
の
被
災
地
が
復
興
を

目
指
す
上
で
今
後
、
情
報
の

役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
な
も

の
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
。

意
味
あ
る
50
回
の
発
行

つ
な
が
り
確
か
め
合
う
た
め
に

「防災、免災に関する情報
の役割はまさます重要にな
る」と話す山﨑さん

　「三宅島新報」50号の発行
を機に、ＮＨＫで自然災害と
防災を担当する解説員の山﨑
登氏に、災害と情報という観
点から新報の果たした役割と
今後を検証していただいた。

三宅島新報50号発行に寄せて

50 号記念特集号

（FAX 03-3964-4065　HP「三宅島ふるさと再生ネット」検索、おハガキにてご回答ください）
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この新聞は、神奈川県の私立向上高校新聞委員会の卒業生がつくる「ＤＴＰＡ」が編集作業を担当しています。この新聞は、神奈川県の私立向上高校新聞委員会の卒業生がつくる「ＤＴＰＡ」が編集作業を担当しています。

【お便り】
ご寄附をいただいた振込用紙の
「通信欄」のお便りを一部ご紹介
いたします。
○平松尚志様（在京者・神着）
病弱な自分でも不思議なくらい
長生きし、望郷の念にかられ何
時も夢を見る古里の細やかな息
吹が届く「三宅島新報」が唯一
の楽しみにしています。
益々のご健闘をお祈り申し上げ
ます。
○菊池善一様（有限会社モナミッ
ク代表取締役）
環境と健康改善で応援していま
す。頑張ってください。
○Ａ様（在京者）
いままで通信有難うございます。
夫も昨年亡くなり娘家族のもと
に移転しました。これからも三
宅島のことどうぞよろしくお願
いします。遠くから応援してい
ます。
○Ｂ様（在京者）
三宅島を忘れないように多くの
人々のためになる諸活動、広報
活動有難うございます。
○竹野内崇安様（朝日新聞記者）
応援しています。・引き続きよろ
しくお願いします。
○宇田川規夫様（国際救急法研
究所理事長）
いつも通信有難うございます。
三宅の復興、応援しています。
○岩淵志寿様（元区議夫人）
些少で誠に恐縮ですが気持ちだ
け送金させていただきます。
何かお役立ていただければ幸い
です。
【寄付者名】
高橋栄一様、吉田信行様、栗原
未帆様、谷原和憲様、牧田勝彦様、
岩淵志寿様、佐藤宗ノ子様、佐
藤就之様、菊池千春様、宇田川
規夫様、青谷知己様、坂下良子様、
竹野内崇宏様、遠藤芙美子様、
今井家子様、平松尚志様、横井
和之様、緑川圭子様、小曽スミ
子様、カキザキタダシ様、（有）
モナミック様、四谷信子様、Ｍ様、
光安千久子様、倉持房枝様、板
倉美紀子様、吉島輝雄様（３月
14 日から６月 11 日まで）
　皆さまのご協力に深く感謝を
申し上げます。

編
集
後
記

　

今
号
で
は
、
三
宅
の
夏
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
取
り
上
げ

た
。
海
に
山
に
、
夏
は
三
宅

島
の
レ
ジ
ャ
ー
に
格
好
の
季

節
で
す
。
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル

が
１
と
な
っ
た
今
夏
、
ぜ
ひ

三
宅
を
訪
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
３
面
に
は
本
紙
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

読
者
の
皆
様
の
忌
憚
な
き
ご

意
見
を
頂
戴
し
、
今
後
の
新

報
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き

ま
す
。　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

三宅の特産品を販売
　

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
は
５
月
15
日
、
恒
例
と
な
っ
た
神
楽
坂

青
空
フ
ェ
ス
タ
に
恒
例
と
な
っ
た
三
宅
島
物
産
店
を
出
店

し
た
。
今
年
も
明
日
葉
を
始
め
と
し
た
各
種
特
産
品
品
を
取

り
揃
え
、
店
は
そ
れ
ら
を
求
め
る
人
で
賑
わ
っ
た
。

　

５
月
15
日
に
神
楽
坂
で
第

65
回
青
空
フ
ェ
ス
タ
が
開
催

さ
れ
た
の
は
５
月
15
日
。
12

時
30
分
の
開
始
時
間
に
合
わ

せ
、
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
は

三
宅
島
の
特
産
品
の
販
売

を
始
め
た
。

　

店
は
、
明
日
葉
や
島
の

り
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
の
求
め

る
人
々
で
賑
わ
い
、
タ
ケ

ノ
コ
な
ど
は
早
々
に
売
り

切
れ
た
。
ま
た
、
商
品
の

購
入
者
に
無
料
配
布
し
た

唐
辛
子
調
味
料
も
人
気
を

博
し
て
い
た
。　

　

な
お
出
店
に
際
し
て
、

岡
太
楼
本
舗
様
よ
り
「
牛

乳
煎
餅
」
を
、
島
民
有
志

の
方
々
よ
り
明
日
葉
を
、

I
様
よ
り
自
家
製
唐
辛
子

調
味
料
を
、
副
会
長
光
安
さ

ん
よ
り
明
日
葉
・
竹
の
子
を

ご
寄
附
頂
き
、
光
安
さ
ん
に

は
参
加
も
し
て
頂
い
た
。
ま

た
、
出
店
に
際
し
て
は
神
楽

坂
商
店
街
の
皆
様
の
ご
協
力

を
頂
い
た
。
こ
の
場
を
お
借

り
し
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

お客さんとのふれ合いも大切に特産物を販売

青空フェスタに出店

DTPA 副会長　青木健史

 

今
回
、
Ｄ
Ｔ

Ｐ

Ａ

の

メ

ン

バ

ー

と

と

も

に
、
青
空
フ
ェ

ス
タ
で
三
宅
島

物
産
店
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
お
店

を
手
伝
う
の
は
、
今
回
が
３

回
目
で
し
た
が
、
島
の
魅
力

を
伝
え
よ
う
と
す
る
ふ
る
さ

と
ネ
ッ
ト
の
皆
さ
ん
の
姿
、

そ
し
て
そ
う
し
た
品
々
を
、

目
を
輝
か
せ
な
が
ら

選
ぶ
お
客
さ
ん
の
姿

が
と
て
も
印
象
深
く

残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
お
客
さ

ん
と
の
ふ
れ
あ
い
の

中
で
島
の
魅
力
を
発
信
し

て
ゆ
く
こ
と
は
、
島
の
現

状
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
た
り
、
さ

ら
に
一
人
で
も
多
く
の
人

に
島
に
来
て
も
ら
え
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
大
切
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
島
の
物
産
品

を
通
し
て
三
宅
島
の
方
々

と
お
客
さ
ん
を
繋
ぐ
お
店

の
手
伝
い
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

「島を知ってもらう手伝いを」


